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大
規
模
な
地
す
べ
り
が
発
生
し
、

３
月
末
よ
り
全
面
通
行
止
め
と
な

っ
て
い
る
大
瀬
地
内
国
道
２
８
７

号
に
つ
い
て
は
、
全
面
復
旧
ま
で

長
期
化
す
る
見
込
み
で
す
。
周
辺

住
民
に
と
っ
て
は
緊
急
時
に
対
す

る
不
安
も
あ
り
、
地
域
経
済
や
観

光
面
へ
の
影
響
も
大
き
く
、
４
月

に
は
白
鷹
・
朝
日
の
両
町
長
が
共

に
吉
村
知
事
を
訪
れ
早
期
復
旧
を

求
め
る
緊
急
要
望
書
を
提
出
し
ま

し
た
。
住
民
の
生
活
と
経
済
活
動

を
維
持
す
る
た
め
、
迂
回
路
の
安

全
確
保
及
び
地
す
べ
り
対
策
と
早

期
の
全
面
復
旧
を
町
の
最
優
先
課

題
と
し
て
、
引
き
続
き
要
望
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　

白
鷹
高
等
専
修
学
校
は
、
県
立

霞
城
学
園
高
校
の
技
能
連
携
校
と

し
て
高
等
学
校
卒
業
資
格
を
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
指
定
高

等
課
程
を
有
す
る
専
修
学
校
と
し

て
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
い
ま

す
が
、
私
立
高
等
学
校
へ
の
補
助

金
と
は
大
き
な
差
が
あ
る
た
め
、

私
立
高
等
学
校
と
同
等
程
度
の
支

援
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

財
政
力
の
弱
い
過
疎
の
地
方
公

共
団
体
が
地
域
の
特
色
を
生
か
し

た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
主
体

的
に
推
進
す
る
た
め
、
地
方
交
付

税
制
度
等
の
地
方
財
源
の
確
保
充

実
に
つ
い
て
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
は
、
高
校
生

の
通
学
で
の
利
用
が
多
く
を
占
め

て
い
ま
す
が
、
少
子
化
の
影
響
に

よ
り
利
用
者
が
年
々
減
少
し
て
い

ま
す
。
地
域
住
民
の
生
活
に
欠
か

せ
な
い
交
通
手
段
と
し
て
、
フ
ラ

ワ
ー
長
井
線
の
存
続
に
向
け
、
山

形
鉄
道
株
式
会
社
の
経
営
改
善
に

係
る
財
政
支
援
の
継
続
・
拡
充
を

要
望
し
て
い
ま
す
。

　

白
鷹
町
で
は
、
町
の
将
来
像
「
笑
顔
か
が
や
き
心
か
よ
う
美
し

い
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
が
着
実
に
実
現
す
る
よ
う
、
来
年
度
の
重
要
事
業
と

し
て
次
の
こ
と
を
国
や
県
に
対
し
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
27
年
度
　
白
鷹
町
重
要
事
業
要
望

▲フラワー長井線 100 周年スマイルプロジェクト

▲服飾などを専門科目とする白鷹高等専修学校

　

自
家
用
車
な
ど
の
交
通
手
段
を

持
た
な
い
高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち

の
生
活
交
通
を
確
保
す
る
た
め
に

平
成
20
年
度
か
ら
導
入
し
て
い
る

デ
マ
ン
ド
型
交
通
シ
ス
テ
ム
に
対

す
る
市
町
村
総
合
交
付
金
制
度
の

拡
充
に
つ
い
て
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

木
材
利
用
の
促
進
の
観
点
か
ら
、

木
材
利
用
の
公
共
施
設
及
び
公
用

施
設
整
備
に
対
す
る
助
成
制
度
の

拡
充
や
財
政
支
援
措
置
の
拡
充
に

つ
い
て
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
荒
砥
橋
は
、
幅
員
が
狭

く
、
大
型
車
同
士
の
す
れ
違
い
や

緊
急
車
両
の
通
行
に
支
障
を
き
た

し
、
通
勤
時
間
に
は
渋
滞
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
冬
期
間
に
は
積
雪

に
よ
り
さ
ら
に
狭
く
な
り
、
除
雪

作
業
時
は
片
側
通
行
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
完
成
か

ら
56
年
が
経
過
し
老
朽
化
が
進
み
、
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■
重
要
事
業
要
望
に
関
す
る

　

問
い
合
わ
せ

総
務
課
企
画
室
企
画
調
整
係

☎
85

－

６
１
２
３

町
で
は
「
新
荒
砥
橋
建
設
促
進
期

成
同
盟
会
」
を
組
織
し
、
早
期
の

整
備
を
要
望
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
要
望
に
よ
り
、
昨
年
度
ま

で
に
、
地
質
調
査
、
路
線
測
量
、

道
路
詳
細
設
計
、
橋
梁
詳
細
設
計
、

用
地
調
査
、
用
地
補
償
等
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
町
に
と
っ
て
喫
緊

の
重
要
課
題
で
あ
る
荒
砥
橋
整
備

の
事
業
推
進
に
つ
い
て
を
、
重
要

事
業
と
し
て
引
き
続
き
要
望
し
て

い
き
ま
す
。

が
存
在
し
て
い
ま
す
。
幹
線
道
路

と
し
て
の
機
能
を
阻
害
し
て
い
る

菖
蒲
地
内
・
下
山
地
内
の
区
間
改

修
の
早
期
着
工
に
向
け
て
、
引
き

続
き
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

▲老朽化も進み、早期の整備が望まれる荒砥橋

▲昨年７月の峰岸地区の土砂崩落

　

長
井
南
バ
イ
パ
ス
、
長
井
市
泉

地
内
を
起
点
と
し
て
、
長
井
市
の

西
部
地
区
を
通
り
白
鷹
町
鮎
貝
地

区
に
至
る
区
間
は
、
白
鷹
町
の
西

部
か
ら
公
立
置
賜
総
合
病
院
ま
で

の
最
短
ル
ー
ト
で
す
。
救
急
救
命

時
へ
の
対
応
や
置
賜
生
活
圏
30
分

構
想
と
連
携
す
る
た
め
の
重
要
な

路
線
で
す
。
路
線
の
調
査
な
ど
の

早
期
の
整
備
を
要
望
し
て
い
ま
す
。 　

昨
年
７
月
の
豪
雨
で
の
山
間
地

の
土
砂
崩
壊
等
に
よ
り
、
河
川
に

土
砂
が
堆
積
し
河
床
が
上
昇
、
浸

水
被
害
の
危
険
性
が
高
ま
る
と
と

も
に
、
下
流
部
で
は
農
地
の
取
排

水
が
困
難
に
な
り
営
農
に
も
影
響

が
及
ん
で
い
ま
す
。
荒
廃
状
況
の

調
査
と
危
険
個
所
の
再
点
検
を
実

施
し
、
砂
防
ダ
ム
の
整
備
や
法
面

保
護
な
ど
の
恒
久
的
、
抜
本
的
な

土
砂
災
害
対
策
と
浚

し
ゅ
ん

渫せ
つ

等
に
よ
る

河
川
機
能
の
回
復
に
つ
い
て
要
望

し
て
い
き
ま
す
。

　

峰
岸
地
区
は
荒
砥
駅
前
八
乙
女

八
幡
神
社
北
部
に
位
置
し
、
昨
年

７
月
豪
雨
の
際
に
も
小
規
模
な
土

砂
崩
落
が
発
生
し
た
急
傾
斜
地
崩

壊
危
険
箇
所
で
す
。
周
辺
に
は
民

家
や
公
民
館
、
駅
な
ど
が
あ
り
社

会
的
影
響
が
大
き
い
個
所
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
大
規
模
な
土
砂
災
害

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
事
業

の
早
期
着
工
を
要
望
し
て
い
き
ま

す
。

重
要
事
業
要
望
活
動
始
ま
る

　

こ
れ
ら
の
町
重
要
事
業
に
つ
い

て
は
、
国
や
県
等
の
行
政
機
関
を

は
じ
め
、
地
元
選
出
議
員
等
に
対

し
内
容
を
説
明
し
、
事
業
推
進
へ

の
支
援
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
２
日
に
は
、
町
議
会
の
青

木
議
長
、
遠
藤
副
議
長
同
席
の
中

で
、
佐
藤
町
長
よ
り
小
池
克
敏
県

議
（
西
置
賜
郡
選
挙
区
）
に
対
し

て
町
重
要
事
業
要
望
書
を
手
渡
し

事
業
内
容
を
説
明
す
る
と
と
も

に
、
特
に
県
関
連
事
業
の
推
進
に

つ
い
て
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

▲昨年７月の豪雨により土砂が堆積した大石沢

　

町
の
重
要
幹
線
道
路
で
あ
る
国

道
２
８
７
号
の
菖
蒲
地
内
・
下
山

地
内
は
幅
員
が
狭
く
、
急
カ
ー
ブ

▲急カーブがある国道２８７号菖蒲地内

小池克敏県議（写真左）に要望書を手渡す佐藤町長
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■問い合わせ
①農地・農業用施設　
　産業振興課農村整備係　☎85－6125
②林道　　　　　　　
　産業振興課農村整備係　☎85－6125
③公共土木施設　　　
　建設水道課土木係　☎85－6142　
④観光施設　
　産業振興課観光交流係　☎85－6125

　

昨
年
７
月
の
豪
雨
災
害
に
よ

る
被
害
箇
所
に
つ
い
て
の
復
旧

工
事
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
豪
雨
災
害
か
ら
ま
も
な
く

一
年
に
な
り
ま
す
が
、
す
べ
て

の
被
害
箇
所
の
工
事
完
了
ま
で

ま
だ
期
間
を
要
し
ま
す
。
町
民

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
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【
選
挙
期
日
】

　

平
成
26
年
７
月
６
日
（
日
）

　

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

＊
黒
鴨
、
針
生
投
票
区
は
、
午
前

　

７
時
〜
午
後
７
時

【
選
挙
権
及
び
被
選
挙
権
】

(1)
選
挙
権　

平
成
６
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、
平
成
26

年
１
月
１
日
現
在
で
農
業
委
員
会

を
経
由
し
て
選
挙
管
理
委
員
会
に

申
請
し
、
３
月
31
日
現
在
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
た
方

(2)
被
選
挙
権　

平
成
６
年
７
月
７

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
、
耕
作

面
積
が
10
ア
ー
ル
以
上
な
ど
一
定

の
資
格
要
件
を
有
す
る
方

【
立
候
補
届
出
期
間
】

◆
受
付
期
間　

７
月
１
日
（
火
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

◆
受
付
場
所　

白
鷹
町
選
挙
管
理

委
員
会
室
（
役
場
３
階
）

◆
届
出
書
類　

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
候
補
者
（
推
薦
）
届
出
書
、

戸
籍
謄
本
ま
た
は
抄
本
、
そ
の
他

添
付
書
類
（
書
類
は
選
挙
管
理
委

員
会
で
準
備
し
ま
す
。
た
だ
し
、

戸
籍
謄
本
ま
た
は
抄
本
は
、
各
自

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。）

◆
届
出
方
法　

本
人
届
出
、
推
薦

届
出
の
２
通
り
あ
り
ま
す
。

※
立
候
補
の
辞
退
は
、
届
出
期
間

で
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。

【
選
挙
す
べ
き
委
員
の
数
】

◆
第
１
選
挙
区
（
蚕
桑
、
鮎
貝
地

区
）
６
人

◆
第
２
選
挙
区
（
荒
砥
、
十
王
、

鷹
山
、
東
根
地
区
）
６
人

【
期
日
前
投
票
】

　

投
票
日
の
当
日
、
次
の
よ
う
な

方
は
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

(1)
職
務
や
業
務
に
従
事
す
る
場
合

や
冠
婚
葬
祭
な
ど
や
む
を
得
な
い

用
務
に
従
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合

(2)
投
票
日
当
日
何
ら
か
の
用
事
が

あ
っ
て
投
票
区
の
区
域
外
に
旅
行

又
は
滞
在
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
場
合

(3)
疾
病
、
出
産
な
ど
で
、
投
票
日

当
日
に
投
票
で
き
な
い
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
場
合

◆
期
日
前
投
票
の
で
き
る
期
間
、

場
所
及
び
時
間

◇
期
間　

７
月
２
日
（
水
）

　
　
　

〜
７
月
５
日
（
土
）

◇
時
間　

午
前
８
時
30
分

　
　
　

〜
午
後
８
時

◇
場
所

・
第
１
選
挙
区

　
　

鮎
貝
地
区
公
民
館
視
聴
覚
室

・
第
２
選
挙
区

　
　

中
央
公
民
館
文
化
実
習
室

【
不
在
者
投
票
】

　

次
の
よ
う
な
方
は
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。

(1)
業
務
に
従
事
す
る
た
め
他
の
市

町
村
に
滞
在
さ
れ
て
い
る
方

　

滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
に

お
い
て
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
郵
便
で
投
票
用
紙
を
請

求
し
て
か
ら
投
票
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
る
た
め
、
郵
便
の
往
復

に
日
数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
請
求
の
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

(2)
白
鷹
町
立
病
院
や
白
光
園
、
マ

イ
ス
カ
イ
中
山
な
ど
の
不
在
者
投

票
が
で
き
る
施
設
に
入
所
中
の
方

　

そ
の
場
所
（
施
設
内
）
で
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
施
設

の
職
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

(3)
身
体
に
一
定
以
上
の
障
が
い
を

お
持
ち
の
方

　

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

制
度
に
よ
り
投
票
所
へ
行
か
な
く

て
も
自
宅
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
自
宅
で
「
郵
便
等
に
よ

る
不
在
者
投
票
」
を
す
る
場
合
に

は
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
発
行
す

る
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
か
た
は
お
早
め
に
申
請
の
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

白鷹町農業委員会委員の一般選挙
が行われます

　白鷹町農業委員会の委員の任期は、来る７月19日で任期満了となりますので、
下記により一般選挙を行います。

立
候
補
予
定
者
説
明
会

◆
期
日　

６
月
20
日
（
金
）

◆
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜

◆
場
所　

中
央
公
民
館
１
階

　
　
　
　

文
化
実
習
室

※
立
候
補
予
定
者
は
忘
れ
ず

に
参
集
く
だ
さ
い
。
出
席
は

候
補
者
本
人
、
代
理
人
い
ず

れ
で
も
結
構
で
す
。

　

こ
の
選
挙
に
つ
い
て
ご
不
明
の

点
は
、
白
鷹
町
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
白
鷹
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
85

－

６
１
２
０
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①調査の目的は？

　日本経済の ｢いま ｣を知るための調査です。
経済センサス－基礎調査は、我が国における
事業所及び企業の基本的構造を明らかにする
ために、また、商業統計調査は、我が国にお
ける商業の実態を明らかにするために実施す
るものです。

②調査の対象は？

　経済センサス－基礎調査は、全国すべての
事業所及び企業が対象となり、商業統計調査
は、卸売業・小売業を営む全国すべての事業
所及び企業が対象となります。

③どんなことを調査するの？

　経済センサス－基礎調査では、従業者数、
事業の内容、売上金額など、商業統計調査で
は、商品販売額、売り場面積などの事業活動
の実態を調査します。

④調査の方法は？

　調査は ｢調査員による調査 ｣と ｢本社等一
括調査 ｣による二つの方法で行います。

◆調査員による調査（調査員が訪問します）
　６月中旬　調査の協力依頼に伺います。
　６月23日
　　  ～          調査票の配布に伺います。

　６月30日   
　７月１日　調査期日です。調査票への記入
　　　　　　をお願いします。
　７月１日
　　  ～ 　 　   調査票の収集に伺います。

　７月７日　

※オンラインでも回答いただけます。

◆本社等一括調査
　支社等を有する企業または組織の本社等に
調査書類が郵送されます。企業または組織全
体の内容とともに、支社等ごとの従業者数や
売上金額などについても本社等において、郵
送またはオンラインで回答いただけます。

⑤調査の結果は、どう役立つの？

　調査の結果は、社会の発展を支える大切な
基礎資料として、国の各種行政施策をはじめ、
地域の産業振興や商店街の活性化などの地方
公共団体における行政施策、さらには民間企
業における経営計画の策定など、さまざまな
分野で活用されています。

⑥回答する義務はあるの？

　この調査は、統計法に基づく報告義務があ
ります。また、統計法には、調査関係者が調
査により知り得た事項を他に漏らしてはなら
ない守秘義務が定められており、義務に反し
たときの罰則が定められています。

■問い合わせ　
　総務省統計局　コールセンター
　　☎0120－0701－70（フリーダイヤル）
　総務課企画室情報係　☎85－6121

　７月１日現在で、経済センサス－基礎調査及び商業統計調査が同時に実施されるため、調査
対象となる事業所及び企業における報告負担の軽減、効率的かつ円滑な調査の実施等の観点か
ら一体的に実施される調査です。

経済センサスキャラクター

【ビルくんとケイちゃん】



　
　

7　

■
☎

☎

　
　紅花を使った郷土料理を親子で作ってみま
せんか。健康づくり推進員の方に作り方を教
わります。親子でぜひご参加ください。

▼い　つ　７月６日（日）
　　　　　午前９時30分～午後１時
▼どこで　健康福祉センター
▼会　費　大人５００円　
　　　　　子ども３００円（小学生以上）
▼持ち物　エプロン・三角巾
▼定　員　先着20人
▼申込締切　６月20日（金）
※託児も可能ですので、事前にお申し込みく
　ださい。

■申し込み・問い合わせ
　教育委員会生涯学習・文化振興係　
　☎85－6146
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６
月
１
日
、
春
季
消
防
演
習
に
お
い
て

　
　
　
　
　

表
彰
状
の
伝
達
及
び
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
敬
称
略

山
形
県
知
事
表
彰

◆
金
条
章　
　
　

第
四
分
団

◆
特
別
功
労
章

　

第
四
分
団　
　

分
団
長　

加
藤　

隆
広

　

第
五
分
団　
　

分
団
長　

髙
橋　

義
和

◆
功
労
章

　

第
四
分
団　
　

副
分
団
長　

梅
津　

和
則

　

第
一
分
団　
　

部　

長　

渡
部　

貴
之

　

第
一
分
団　
　

部　

長　

遠
藤　

晴
海

　

第
二
分
団　
　

部　

長　

後
藤　
　

元

　

第
二
分
団　
　

部　

長　

樋
口　

知
一

　

第
三
分
団　
　

部　

長　

中
嶋　

健
一

　

第
四
分
団　
　

部　

長　

髙
田　

慎
一

　

第
五
分
団　
　

部　

長　

宮
丸　

和
義

◆
功
績
章

　

第
一
分
団　
　

部　

長　

児
玉　

和
弘

　

第
一
分
団　
　

部　

長　

金
田　
　

聡

　

第
二
分
団　
　

部　

長　

安
部　

雅
晃

　

第
三
分
団　
　

部　

長　

安
部　

康
雄

　

第
三
分
団　
　

部　

長　

小
松　

寛
幸

　

第
三
分
団　
　

部　

長　

大
木　

久
春

　

第
五
分
団　
　

部　

長　

岡
田　

猛
生

　

第
四
分
団　
　

副
部
長　

佐
藤　

和
広

◆
精
練
章

　

第
一
分
団　
　

部　

長　

金
田　

浩
明

　

第
五
分
団　
　

部　

長　

小
林　

健
治

　

第
一
分
団　
　

副
部
長　

児
玉　

秀
朗

　

第
二
分
団　
　

副
部
長　

佐
藤　

達
道

　

第
二
分
団　
　

副
部
長　

横
沢　

正
輝

　

第
三
分
団　
　

副
部
長　

菅
原　

保
文

　

第
三
分
団　
　

副
部
長　

奥
山　
　

光

　

第
四
分
団　
　

副
部
長　

大
宮　

孝
幸

　

第
四
分
団　
　

副
部
長　

紺
野　

真
克

　

第
五
分
団       

副
部
長　

沼
澤　

正
晴

◆
永
年
勤
続
退
団
者
表
彰（
勤
続
20
年
以
上
）

　

元　

本　

部　

団　

長　

佐
藤　

定
敏

　

元
第
三
分
団　

分
団
長　

影
澤　

勝
宏

　

元
第
一
分
団　

部　

長　

髙
橋　

賢
一

　

元
第
二
分
団　

部　

長　

長
岡　
　

満

　

元
第
三
分
団　

部　

長　

守
谷　

正
倫

　

元
第
三
分
団　

部　

長　

長
岡　
　

聡

　

元
第
一
分
団　

副
部
長　

宮
澤　

滋
晴

　

元
第
三
分
団　

班　

長　

菅
野　

博
志

　

元
第
五
分
団　

班　

長　

髙
橋　

浩
之

　

元
第
五
分
団　

班　

長　

衣
袋　

一
弘

　

元
第
一
分
団　

団　

員　

新
野　

貴
弘

　

元
第
三
分
団　

団　

員　

守
谷　

維
隆

日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰

◆
精
績
章

　

第
二
分
団　
　

分
団
長　

白
田　
　

悟

山
形
県
消
防
協
会
会
長
表
彰

◆
優
良
章

　

第
一
分
団　
　

副
部
長　

金
田
雄
一
郎

　

第
一
分
団　
　

副
部
長　

黒
田　
　

哲

　

第
二
分
団　
　

副
部
長　

安
部　

晴
樹

　

第
一
分
団　
　

班　

長　

金
子　

哲
治

　

第
二
分
団　
　

班　

長　

土
屋　

快
行

　

第
二
分
団　
　

班　

長　

安
部　

雅
晃

　

第
三
分
団　
　

班　

長　

新
野　
　

学

　

第
三
分
団　
　

班　

長　

橋
本　

達
也

　

第
三
分
団　
　

班　

長　

青
木　

勝
利

　

第
三
分
団　
　

班　

長　

伊
藤　
　

薫

　

第
四
分
団　
　

班　

長　

竹
田　

茂
樹

　

第
五
分
団　
　

班　

長　

佐
藤　

良
一

　

第
五
分
団　
　

班　

長　

衣
袋　

隆
一

　

第
五
分
団　
　

班　

長　

渋
谷　

秀
行

◆
永
年
勤
続
章
（
25
年
）

　

第
一
分
団　
　

団　

員　

中
川　

修
一

　

第
二
分
団　
　

団　

員　

青
木　

敏
行

　

第
三
分
団　
　

団　

員　

工
藤　

祐
一

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

鈴
木　

一
浩

◆
永
年
勤
続
章
（
20
年
）

　

第
一
分
団　
　

副
分
団
長　

片
倉　

武
美

　

第
四
分
団　
　

副
分
団
長　

梅
津　

和
則

　

第
五
分
団　
　

副
分
団
長　

髙
橋　

義
和

　

第
一
分
団　
　

部　

長　

児
玉　

和
弘

　

第
一
分
団　
　

部　

長　

金
田　
　

聡

　

第
三
分
団　
　

部　

長　

栗
原　

一
執

　

第
五
分
団　
　

部　

長　

宮
丸　

和
義

　

第
一
分
団　
　

副
部
長　

丸
川　

和
幸

　

第
四
分
団　
　

副
部
長　

佐
藤　

和
広

　

第
三
分
団　
　

班　

長　

菊
地　

秀
樹

　

第
三
分
団　
　

班　

長　

青
木　

勝
利

　

第
一
分
団　
　

団　

員　

中
川　

正
彦

　

第
二
分
団　
　

団　

員　

松
木　

伸
次

　

第
二
分
団　
　

団　

員　

樋
口　

直
樹

　

第
四
分
団　
　

団　

員　

今
野　

修
一

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

菅　
　

光
宏

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

梅
津　
　

勝

◆
永
年
勤
続
章
（
15
年
）

　

第
一
分
団　
　

部　

長　

渡
部　

貴
之

　

第
三
分
団　
　

部　

長　

小
松　

寛
幸

　

第
五
分
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長　

大
木　
　

秀

　

第
三
分
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部
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田　
　

実

　

第
一
分
団　
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金
田　

規
嗣

　

第
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分
団　
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小
林　

政
雄

　

第
二
分
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迎
田　

和
明

　

第
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分
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樋
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和
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第
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分
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橋
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達
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第
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分
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大
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第
四
分
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第
五
分
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佐
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良
一

　

第
五
分
団　
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長　

梅
津　

友
宏
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浩
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岡
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健
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第
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第
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横
澤　

寿
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第
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員　

村
上　

博
之

　

第
三
分
団　
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員　

衣
袋　

智
也

　

第
三
分
団　
　

団　

員　

鈴
木　

真
盛

　

第
三
分
団　
　

団　

員　

奥
山　

春
和

　

第
三
分
団　
　

団　

員　

五
十
嵐
康
洋

　

第
三
分
団　
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員　

山
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彰

　

第
四
分
団　
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員　

紺
野　

稔
晴

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

舩
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裕
介

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

新
野　

好
正

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

菅
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勝

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

西
村　
　

修

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

飯
澤　

隆
弘

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

梅
津　

洋
一

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

小
形　
　

守

山
形
県
消
防
協
会
西
置
賜
支
部
長
表
彰

◆
優
良
機
関
表
彰

　

第
一
分
団
第
四
部
第
二
班

◆
優
良
消
防
団
員
表
彰

　

第
一
分
団　
　

班　

長　

髙
石　

周
一

　

第
一
分
団　
　

班　

長　

金
田　

規
嗣

　

第
一
分
団　
　

班　

長　

小
林　

直
樹

　

第
一
分
団　
　

班　

長　

植
木　
　

誠

　

第
二
分
団　
　

班　

長　

迎
田　

和
明

　

第
二
分
団　
　

班　

長　

樋
口　

和
貴

　

第
二
分
団　
　

班　

長　

佐
竹　

善
幸

　

第
二
分
団　
　

班　

長　

樋
口　

慶
樹

　

第
三
分
団　
　

班　

長　

迎
田　

一
昭

　

第
三
分
団　
　

班　

長　

清
野　

隆
博

　

第
三
分
団　
　

班　

長　

岡
崎　

悟
司

　

第
三
分
団　
　

班　

長　

竹
田　

良
則

　

第
四
分
団　
　

班　

長　

川
部　

良
治

　

第
四
分
団　
　

団　

員　

布
施　

剛
志

　

第
四
分
団　
　

団　

員　

加
藤　

和
芳

　

第
四
分
団　
　

団　

員　

戸
借　

喜
則

　

第
五
分
団　
　

班　

長　

舩
山　

一
浩

　

第
五
分
団　
　

班　

長　

小
形　

真
彦

　

第
五
分
団　
　

班　

長　

菅
間　

洋
一

　

第
五
分
団　
　

班　

長　

渋
谷　

幸
治

◆
優
良
消
防
運
転
手
表
彰

　

第
一
分
団　
　

団　

員　

原
田　

昌
典

　

第
四
分
団　
　

団　

員　

五
十
嶺
真
人

　

第
五
分
団　
　

団　

員　

衣
袋　

正
芳

白
鷹
町
長
感
謝
状

◆
幹
部
退
団
者
（
班
長
以
上
の
幹
部
）

　

前
第
二
分
団　

分
団
長　

白
田　
　

悟

　

前
第
一
分
団　

部　

長　

児
玉　

和
弘

　

前
第
一
分
団　

部　

長　

金
田　

浩
明

　

前
第
二
分
団　

部　

長　

青
木　

敏
行

　

前
第
三
分
団　

部　

長　

工
藤　

祐
一

　

前
第
三
分
団　

部　

長　

佐
竹　
　

進

　

前
第
三
分
団　

部　

長　

山
口　

利
道

　

前
第
四
分
団　

部　

長　

鈴
木　
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二
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第
五
分
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長　

大
木　

正
明
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部
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黒
澤　

和
幸
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分
団　
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部
長　

新
野　
　

昭
　

前
第
一
分
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長　

金
子　

晋
也

　

前
第
二
分
団　

班　

長　

山
口　

孝
弘

◆
永
年
勤
続
退
団
者（
15
年
以
上
の
団
員
）

　

前　

本　

部　

団　

員　

大
瀧　

勇
祐

　

前
第
一
分
団　

団　

員　

金
子　

一
孝

　

前
第
一
分
団　

団　

員　

五
十
嵐
正
紀

　

前
第
四
分
団　

団　

員　

布
施　

孝
広

◆
無
火
災
区　
　

下
山
区　

25
年

　
　
　
　
　
　
　

菖
蒲
区　

10
年

　
　
　
　
　
　
　

広
野
区　

10
年

◆
消
防
団
協
力
事
業
所

　

衣
袋
建
設　

株
式
会
社

白
鷹
町
消
防
団
長
表
彰

◆
賞
詞
（
勤
続
13
年
以
上
）

　

第
一
分
団　

班　

長　

後
藤　
　

匡　

　

第
四
分
団　

班　

長　

梅
津　
　

悟　

　

第
五
分
団　

班　

長　

小
形　

真
彦

　

第
五
分
団　

班　

長　

菅
間　

洋
一

　

第
一
分
団　

団　

員　

榎
本　

良
史

　

第
一
分
団　

団　

員　

小
林　

隆
一　

　

第
三
分
団　

団　

員　

布
施　
　

健

　

第
三
分
団　

団　

員　

五
十
峯　

互

　

第
四
分
団　

団　

員　

布
施　

剛
志

　

第
五
分
団　

団　

員　

吉
田　

幸
寛

　

第
五
分
団　

団　

員　

澁
谷　

和
仁

　

第
五
分
団　

団　

員　

佐
藤　
　

聡　

　

第
五
分
団　

団　

員　

岡
崎　

和
憲

平
成
27
年
度
春
季
消
防
演
習

　

６
月
１
日
、
平
成
26
年
度
春
季

消
防
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

東
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の

舞
台
訓
練
の
後
、
仲
町
公
園
付
近

で
は
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
時
の
救
助

に
も
対
応
で
き
る
資
機
材
搭
載
の

積
載
車
が
配
備
さ
れ
た
第
一
分
団

第
五
部
第
一
班
に
よ
り
、
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
や
油
圧
カ
ッ
タ
ー
で
丸
太
、

鉄
パ
イ
プ
を
切
断
す
る
救
助
訓
練

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
仲
町
通
り

で
の
分
列
行
進
に
は
よ
つ
ば
保
育

園
の
年
長
児
が
参
加
し
、
防
災
を

よ
び
か
け
ま
し
た
。
消
防
団
員
の

皆
さ
ん
、
暑
い
中
で
の
各
種
訓
練
、

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　

▲第一分団第五部第一班による救助訓練
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医
療
証
に
つ
い
て

▼
対
象
と
な
る
方

　

次
の
２
つ
の
条
件
の
ど
ち
ら
に

も
該
当
す
る
方
。

▽
下
記
※
１
に
よ
り
算
出
し
た
市

　

町
村
民
税
所
得
割
相
当
の
額
が
、

　

23
万
５
０
０
０
円
未
満
の
方
。

▽
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る

　

方
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は

　

２
級
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
。

②
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

　

級
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
。

③
療
育
手
帳
Ａ
の
交
付
を
受
け
て

　

い
る
方
。

④
国
民
年
金
障
害
等
級
１
級
の
障

　

害
基
礎
年
金
受
給
権
者
。

⑤
精
神
障
が
い
者
で
、
恩
給
法
の

　

特
別
項
症
ま
た
は
第
１
項
症
の

　

増
加
恩
給
、
そ
の
他
公
的
年
金

　

各
法
の
障
害
等
級
１
級
障
害
年

　

金
の
受
給
権
者
。

⑥
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給

　

に
関
す
る
法
律
施
行
令
別
表
第

　

３
の
１
級
程
度
の
方
及
び
別
表

　

第
１
程
度
で
20
歳
以
上
の
方
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

　

保
険
証
・
印
鑑
・
対
象
と
な
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
（
身
体

障
害
者
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
・
療
育
手
帳
・
障
害
年

金
証
書
（
障
害
基
礎
年
金
・
そ
の

他
公
的
年
金
）・
恩
給
証
書
・
特

別
児
童
扶
養
手
当
証
書
な
ど
）

※
前
年
ま
た
は
前
々
年
の
所
得
額
、

　

所
得
税
額
の
わ
か
る
も
の
が
必

　

要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
方

　

次
の
条
件
に
該
当
す
る
方
。

▽
親
の
条
件

　

18
歳
以
下
の
児
童
を
扶
養
し
て

い
る
方
で
、
前
年
の
所
得
に
対
し

て
下
記
※
１
に
よ
り
算
出
し
た
所

得
税
相
当
の
額
が
０
円
と
な
る
方

の
う
ち
、
次
の
ど
ち
ら
か
に
当
て

は
ま
る
方
。

①
配
偶
者
の
な
い
方
。

②
配
偶
者
が
、
重
度
の
心
身
障
が

い
に
よ
り
長
期
に
わ
た
っ
て
労
働

能
力
を
失
っ
て
い
る
方
。

▽
子
の
条
件　

次
の
ど
ち
ら
か
に
当
て
は
ま
る
方
。

①
18
歳
以
下
で
前
述
の
親
に
扶
養

　

さ
れ
て
い
る
方
。

②
18
歳
以
下
で
父
母
の
い
な
い
方

（
養
育
し
て
い
る
方
の
前
年
の
所

得
に
対
し
て
下
記
※
１
に
よ
り
算

出
し
た
所
得
税
相
当
の
額
が
０
円

と
な
る
場
合
）。

※
子
が
条
件
②
に
該
当
す
る
場
合

　

は
、
養
育
者
の
方
は
対
象
に
な

　

り
ま
せ
ん
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の　

　

対
象
と
な
る
方
の
保
険
証
・
印
鑑

※
就
労
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

も
の
、
前
年
ま
た
は
前
々
年
の
所

得
額
、
所
得
税
額
の
わ
か
る
も
の

が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
方

　

白
鷹
町
に
お
住
ま
い
の
０
歳
か

ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の　

　

お
子
さ
ん
の
保
険
証
・
印
鑑

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
平
成
25
年
９
月
末
ま
で
に
医
療

機
関
に
か
か
ら
れ
た
お
子
さ
ん
の

医
療
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
受

診
し
た
翌
月
か
ら
１
年
を
経
過
す

る
と
申
請
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

　

お
子
さ
ん
の
保
険
証
・
医
療
費

の
領
収
書
・
印
鑑
・
保
護
者
の
方

の
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の
・
申

請
書
（
町
民
課
国
保
医
療
係
に
備

え
て
あ
り
ま
す
）

身

親

　

現
在
の　

・　

医
療
証
は
平
成

26
年
６
月
30
日
が
有
効
期
限
で
す
。

引
き
続
き
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方

は
更
新
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
有
効
期
限
を
確
認
の
う
え
、

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
更
新
の
時
期

　

６
月
23
日
（
月
）〜
30
日
（
月
）

　

な
お
、
新
規
の
申
請
は
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

※
１
　
税
制
改
正
に
よ
り
扶

養
控
除
が
見
直
さ
れ
、
年
少

扶
養
控
除
及
び
16
歳
か
ら
18

歳
ま
で
の
特
定
扶
養
控
除
の

上
乗
せ
部
分
が
廃
止
と
な
り

ま
し
た
。
医
療
証
の
所
得
の

判
定
に
は
こ
の
影
響
が
及
ば

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
扶

養
控
除
廃
止
前
の
計
算
に

よ
り
所
得
相
当
額
を
算
出
し
、

判
定
し
ま
す
。

※
７
月
１
日
か
ら
子
育
て
支

援
医
療
制
度
が
拡
充
に
な
り

ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
医
療
証

の
差
し
替
え
が
必
要
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
対
象
と

な
る
方
に
は
６
月
下
旬
に
ご

案
内
と
医
療
証
を
送
付
し
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
医

療
機
関
で
の
お
支
払
い
は
不

要
で
す
。
た
だ
し
、
保
険
適

用
外
医
療
費
は
除
き
ま
す
。    

■
医
療
証
・
医
療
費
助
成
の
申
請

　

窓
口　

役
場
１
階　

２
番
受
付

■
問
い
合
わ
せ　

　

町
民
課
国
保
医
療
係

　

☎
85
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平
成
26
年
度
採
用
　

　
　
　
　
白
鷹
町
立
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

薬
剤
師

▼
募
集
人
員　

１
名

▼
受
験
資
格　

昭
和
59
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
薬

剤
師
の
資
格
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
来
春
資
格
取
得
見
込
み
の
方

看
護
師

▼
募
集
人
員　

若
干
名

▼
受
験
資
格　

昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
看

護
師
の
資
格
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
来
春
資
格
取
得
見
込
み
の
方

▼
受
験
申
込
受
付
期
間　
　

６
月
12
日
（
木
）〜
８
月
１
日
（
金
）

▼
提
出
書
類　

白
鷹
町
立
病
院
採
用
試
験
申
込
書
及
び
住
民
票
抄

本
（
本
籍
ま
た
は
国
籍
記
載
の
も
の
）

＊
申
込
書
は
病
院
事
務
局
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

（http://w
w
w
.hospital.shirataka.yam

agata.jp/

）

＊
写
真
…
３
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
（
タ
テ
４
㌢
×
ヨ
コ
３

　

㌢
、
無
帽
、
上
半
身
、
正
面
）
を
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
応
募
は
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。（
８
月
１
日
（
金
）
必
着
）

＊
試
験
日
・
試
験
内
容
な
ど
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
５
０
１
番
地

　

白
鷹
町
立
病
院
事
務
局

　

☎
85
―
２
１
５
５

※
臨
時
職
員
の
看
護
師
も
随
時
募
集

　

し
て
い
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

　

町
誕
生
60
周
年
を
記
念
し
て

「
我
が
家
の
お
宝
展
」
を
開
催

し
ま
す
。

▼
期
間　

８
月
２
日
（
土
）

　
　
　

〜
８
月
24
日
（
日
）

▼
会
場　

白
鷹
町
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー　

あ
ゆ
ー
む

▼
主
催
「
我
が
家
の
お
宝
展
」

実
行
委
員
会

▼
共
催　

白
鷹
町
、
白
鷹
町
文

化
交
流
セ
ン
タ
ー

　　

皆
さ
ん
の
家
に
眠
っ
て
い
る

お
宝
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

眠
っ
て
い
る
お
宝
を
一
堂
に

集
め
、
新
た
な
光
を
当
て
て
町

民
の
皆
さ
ん
の
目
に
触
れ
る
こ

と
で
白
鷹
町
の
文
化
・
歴
史
・

伝
統
の
再
発
見
、
再
認
識
の

き
っ
か
け
に
な
る
展
覧
会
を
企

画
し
て
い
ま
す
。

　
「
我
が
家
の
お
宝
」
で
あ
れ

ば
真
贋
は
問
い
ま
せ
ん
。
奮
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
出
展
条
件
】

◇
出
展
者
は
白
鷹
町
民
に
限
り          

　

ま
す
。

◇
出
展
品
は
原
則
と
し
て
、
出   

　

展
者
が
持
ち
込
む
・
持
ち
帰

　

る
こ
と
と
し
ま
す
。
持
ち
運

　

び
不
可
能
な
大
き
さ
、
重
量

　

物
な
ど
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
あ
ま
り
に
高
額
な
も
の
は
受

　

け
付
け
ま
せ
ん
。（
宝
石
類
・

　

大
判
・
小
判
・
大
量
の
古
銭

　

な
ど
）

◇
保
険
加
入
の
必
要
が
あ
る
も

　

の
は
出
展
者
で
加
入
し
て
く

　

だ
さ
い
。

◇
出
展
料
・
出
展
謝
礼
な
ど
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。

◇
出
展
の
申
し
込
み
締
め
切
り

　

は
７
月
10
日
（
木
）

※
出
展
の
内
容
に
よ
っ
て
は
展

示
で
き
な
い
場
合
や
ご
相
談
が

必
要
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
「
我
が
家
の

お
宝
展
」
実
行
委
員
会

白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
あ

ゆ
ー
む
内　

☎
85
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介
護
職
員
初
任
者
研
修
開
講

　

５
月
７
日
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
白
鷹
町
社
会
福
祉

協
議
会
が
主
催
す
る
介
護
職
員
初

任
者
研
修
の
開
講
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
荒
砥
高
校
へ
の
支
援
（
受

講
す
る
荒
砥
高
校
生
の
受
講
費
用

を
町
が
支
援
）
と
し
て
開
講
３
年

目
と
な
り
、
今
年
度
は
一
般
の
方

２
人
を
含
む
５
人
が
受
講
し
ま
す
。

介
護
に
携
わ
る
業
務
に
必
要
と
な

る
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
、
基

本
的
な
介
護
業
務
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
10
月
ま
で
の
６
カ

月
間
で
１
３
０
時
間
に
わ
た
る
講

習
と
実
習
等
が
行
わ
れ
ま
す
。

介
護
職
員
初
任
者
研
修
開
講

５
月
７
日
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
白
鷹
町
社
会
福
祉

協
議
会
が
主
催
す
る
介
護
職
員
初

任
者
研
修
の
開
講
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
荒
砥
高
校
へ
の
支
援
（
受

講
す
る
荒
砥
高
校
生
の
受
講
費
用

を
町
が
支
援
）
と
し
て
開
講
３
年

目
と
な
り
、
今
年
度
は
一
般
の
方

２
人
を
含
む
５
人
が
受
講
し
ま
す
。

介
護
に
携
わ
る
業
務
に
必
要
と
な

る
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
、
基

本
的
な
介
護
業
務
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
10
月
ま
で
の
６
カ

月
間
で
１
３
０
時
間
に
わ
た
る
講

習
と
実
習
等
が
行
わ
れ
ま
す
。
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 支援内容 ０～２歳までのお子さんのいる家庭に、紙おむつ処理のためのごみ袋を配布します。

 対象世帯
置賜地域在住で平成 24年４月２日～平成 27年４月１日生まれのお子さんがいる家庭
（申請は不要です）
※置賜地域外から転入された家庭も対象となります。

 配  布  物 指定可燃ごみ袋（大）　※注）不燃ごみ袋及び資源袋に交換はできません。

 配布枚数 お子さん一人あたり年間 30枚（分割しての受け取りはできません。）

 配布方法

７月以降に引換券を郵送します。
※新生児及び転入者は３カ月ごと集約してから郵送します。
※配布は各市町で行いますので、お手元に届かない場合は
　町民課くらし環境係（☎ 85－6131）にご連絡ください。

 引換方法

引換券配布日より３カ月以内に子育て支援事業登録店で引き換えてください。
※有効期限がありますので早めの引き換えをお願いします。
※期限切れや紛失等による再配布は行いません。
※今年度の引換券は緑色です。
　昨年度の引換券（オレンジ色）も有効期限内であれば使用できます。
※子育て支援事業登録店リストは引換券配布時の封筒に同封します。
　また、登録店にはポスター及びステッカーを掲示しています。

 そ  の  他 詳しい内容は、置賜広域行政事務組合のホームページ
（http://www.okikou.or.jp/）にも掲載しています。

■問い合わせ　置賜広域行政事務組合総務課企画財政係　☎0238－23－3246　または
　　　　　　　町民課くらし環境係　☎85－6131

１. 雇用職種及び人員等
　◆職種及び人員　プール監視業務（若干名）
　◆勤務地　町民プール（東中敷地内）
　◆雇用予定期間　７月19日（土）～８月17日（日）
　◆勤務時間　午前８時30分～午後５時15分
　◆勤務内容　利用者の安全管理、水質管理のた
　　めの機械操作及び施設の衛生管理など
　◆賃金　１日　5,800円
２. 応募資格
　　満18歳以上の大学生及び社会人で健康な方
　　（男女は問いません）
３. 選考方法
　　履歴書審査、面接実施後決定し、直接本人に
　　通知します。
４. 申込方法
　　履歴書（市販様式または教育委員会備付様式）  
　　に必要事項を記入し、教育委員会生涯スポー
　　ツ係まで提出してください。               
５. 受付期間　７月１日（火）正午まで　
６. その他
　　開放期間で毎日勤務することができなくても
　　監視員をしたいという方はご相談ください。
■申し込み・問い合わせ
　　教育委員会生涯スポーツ係　☎85－6147

　経営所得安定対策の加入申請は６月 25日まで
にお願いします。
　期限を過ぎた場合は交付を受けることができま
せんので、該当する方は忘れずに申請してくださ
い。
▼目的
　販売価格が生産費を恒常的に下回っている作物
を対象に、その差額を交付することにより農業経
営の安定化を図るものです。
▼対象作物
　米、麦、大豆、そば、なたね、飼料作物、地域
特産物など
▼交付対象者
　対象作物の生産数量目標に従って生産する販売
農家（昨年度に交付実績のある方には個別に連絡
しています）
■問い合わせ
○白鷹町農業再生協議会（産業振興課内）
　☎85－6107
○ＪＡ山形おきたま白鷹支店
　☎85－2121
○東北農政局山形地域センター
　☎0120－38－3786
　　（平日午前９時～午後５時）
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　５月28日、ひがしね保育園年長児28人が
田植えを体験しました。ＪＡ青年部東根支
部の皆さんに植え方を教わり、もち米を植
えました。泥に足をとられて尻もちをつい
たり、足が抜けなくなって引き上げてもら
う園児も。秋には稲刈りを体験し、収穫す
るお米は祖父母学級で餅つきをしてみんな
で味わうほか、給食で栗ごはんにして食べ
る予定です。

　６月４日、鷹山小学校で、マリンバ＆パ
ーカッションアンサンブル「チアーズ」に
よるスクールコンサートが開催されました。
コンサートでは、みんなで体全体を使って
のボディーパーカッションでの演奏をした
り、また、マリンバ（木琴の一種）のあたた
かみのある音色の演奏で「学校坂道」を歌
いました。コンサートは家族の方も鑑賞し、
鷹山小学校最後の年度の楽しい思い出とな
りました。

　６月４日、鮎貝小学校の４年生33人が、
最上川に白鷹町の魚「鮎」の稚魚を放流し
ました。稚魚の放流は西置賜漁業組合白鷹
支部（小林秀正支部長）が毎年行っていま
すが、小学生が放流するのは今年が初めて
で、鮎は生まれた川に戻ってきて産卵する
ことや１年しか生きられないことを教わり
ました。児童たちは、「大きく育って戻って
きて」と、放流された小さな稚魚を目で追
っていました。

　5月18日、ハーモニープラザで、第23回
おかえりなさいコンサートが開催されまし
た。多くの方がボランティアスタッフとな
り、観客でいっぱいになった会場では、こ
ぶし一座の笑いの寸劇「もう一つの水戸黄
門－オリンペックとあべのミックス」が上
演されたほか、白鷹陽光学園など７グルー
プが歌や演奏を披露しました。出演者と観
客がひとつになり、今年も「ほっ」とする
あたたかいコンサートとなりました。

　

新
野
康
雄
さ
ん
が
平
成
26
年
春

の
叙
勲
に
お
い
て
、
産
業
振
興
功

労
者
と
し
て
旭
日
双
光
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。
新
野
さ
ん
は
、
昭

和
47
年
か
ら
白
鷹
町
酪
農
組
合
の

組
合
長
と
し
て
町
酪
農
業
の
規
模

拡
大
と
経
営
の
安
定
化
に
努
め
町

酪
農
業
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
山
形
県
酪
農
業
協
同

組
合
長
、
全
国
酪
農
業
共
同
組
合

連
合
会
副
会
長
な
ど
の
要
職
に
就

き
、
酪
農
専
門
農
協
の
組
織
運
営

と
夢
の
あ
る
酪
農
経
営
づ
く
り
に

努
め
ら
れ
、
県
内
の
み
な
ら
ず
全

国
の
酪
農
振
興
に
も
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
功
績
に
よ
り
、

こ
の
た
び
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
野
康
雄
さ
ん
（
広
野
）
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白は

く

鷹よ

う

山ざ

ん

情
報

後
半
の
連
勝
で
勝
ち
越
し

来
場
所
に
も
期
待
！

　

大
相
撲
五
月
場
所

（
５
月
11
日
〜
25
日
）

取組 星取 決まり手
初    日 ● 寄り切り
４日目 ○ 突き倒し
６日目 ● 下手投げ
７日目 ○ 寄り切り
10 日目 ○ 押し出し
11 日目 ○ 押し出し
13 日目 ● 叩き込み
東幕下43枚目　4勝3敗

白鷹山星取表

〜
県
立
荒
砥
高
等
学
校
〜

◆
白
鷹
桜
杯
で
選
手
宣
誓

　

県
内
外
か
ら
強
豪
32
チ
ー
ム
が

集
ま
っ
た
「
第
4
回
白
鷹
桜
杯
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
5
月
3
日
か
ら
白
鷹
町
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
場
等
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、

本
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
主
将
橋
本

美
穂
さ
ん
（
白
鷹
東
中
出
身
）
が

開
会
式
で
選
手
宣
誓
を
行
い
ま
し

た
。
橋
本
さ
ん
は
、
地
元
を
代
表

し
て
の
大
舞
台
に
緊
張
し
な
が
ら

も
、「
緑
が
多
い
こ
の
白
鷹
の
地
で

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
で
き
る
こ
と
に

感
謝
し
、
正
々
堂
々
戦
う
こ
と
を

誓
い
ま
す
」
と
元
気
よ
く
宣
誓
し
、

大
役
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
に
は
、
南
東
北
3

県
合
同
開
催
で
全
国
高
校
総
体
が

開
催
さ
れ
、
白
鷹
町
は
女
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
競
技
の
会
場
と
な
る
予

定
で
す
。
白
鷹
町
の
学
校
と
し
て
、

さ
ら
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

子ども俳句　「おかあさん」

▲選手宣誓をする橋本主将

▲清掃活動で地域に貢献

ぜ
ひ
荒
砥
高
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

で
活
動
し
、
感
動
を
味
わ
い
ま
せ

ん
か
！

◆
地
域
に
感
謝
し
頑
張
り
ま
す

　

本
校
は
、
地
域
に
感
謝
し
、
地

域
に
信
頼
さ
れ
る
学
校
を
目
指
し

て
地
域
貢
献
活
動
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
5
月
23
日
に
は
、
2
年
次

生
全
員
が「
学
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

と
し
て
、
荒
砥
駅
、
荒
砥
・
十
王

地
区
公
民
館
、
荒
砥
高
校
の
周
辺

や
国
道
３
４
８
号
線
沿
い
に
分
か

れ
て
清
掃
活
動
、
除
草
な
ど
を
心

を
こ
め
て
行
い
ま
し
た
。

　

7
月
に
は
3
学
年
、
9
月
に
は

1
年
次
が「
学
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
委
員
会

や
部
活
動
、
生
徒
会
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
単
位
で
多
く
の
生
徒
が
活
動

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
見
か
け
た

時
は
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今場所を振り返って（白鷹山のコメント）

　こんにちは、白鷹山です。 
今場所は、出だしが悪く、前半が１勝２敗と
非常に悪いスタートを切ってしまいました。
後半はなんとか持ち直して勝ち越すことはで
きましたが、最後の一番を落とすなど、メン
タルの弱さが目立ちました。
　相撲自体はまだまだ粗く悪い点が目立ちま
すが、それだけではなく光る点もあると兄弟
子たちも言ってくれます。
　これからも頑張りますので、応援よろしく
お願いします！
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ア
メ
シ
ロ
が
発
生
す
る
時
期
と

な
り
ま
し
た
。
ア
メ
シ
ロ
の
駆
除

は
、
樹
木
の
所
有
者
の
責
任
で
実

施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
樹

木
の
葉
に
産
み
つ
け
ら
れ
た
た
ま

ご
や
葉
を
食
べ
始
め
る
前
の
幼
虫

を
見
つ
け
た
ら
、
枝
を
切
り
落
と

し
て
焼
く
か
踏
み
つ
ぶ
す
「
巣
虫

取
り
」
が
一
番
効
果
的
な
駆
除
方

法
で
す
。
写
真
の
よ
う
な
状
態
の

時
が
、「
巣
虫
取
り
」
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
す
。

このような状態の時に「巣虫取り」
を行ってください。

　

す
で
に
虫
が
分
散
し
て
し
ま
っ

た
場
合
は
、
薬
剤
散
布
等
に
よ
り

駆
除
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
薬

剤
散
布
の
際
は
健
康
被
害
の
お
そ

れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
薬
剤
の
適

正
な
使
用
と
周
辺
に
迷
惑
が
か
か

ら
な
い
よ
う
、
必
ず
風
の
な
い
日

に
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
自
ら
駆
除
で
き
な
い
場

合
は
、
造
園
な
ど
の
業
者
に
直
接

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
町
で
は
、
区
や
町
内
で

集
団
駆
除
を
行
う
場
合
に
、
背
負

動
力
噴
霧
器
の
貸
出
を
行
い
ま
す
。

（
個
人
へ
の
貸
出
は
行
い
ま
せ
ん
） 

ご
利
用
の
申
請
は
区
長
さ
ん
ま
た

は
町
内
長
さ
ん
か
ら
の
み
受
付
し

ま
す
。
電
話
で
の
申
し
込
み
で
も

可
能
で
す
。 

台
数
は
２
台
で
す
の

で
、
申
請
順
に
予
約
を
受
付
し
ま

す
。
薬
剤
や
燃
料
の
手
配
と
負
担

に
つ
い
て
は
、
区
ま
た
は
町
内
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
交
通
災
害
共
済
に

　
　
　
　
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

会
員
の
み
な
さ
ま
が
不
幸
に
し

て
交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
場
合
に

見
舞
金
を
支
給
し
、
お
互
い
に
助

け
合
う
制
度
で
す
。

▼
加
入
で
き
る
か
た

　

白
鷹
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
方
（
就
学
の
た
め
町
外
に
住
所

を
有
す
る
学
生
も
加
入
可
）

▼
共
済
会
費　

　

一
人
年
額
４
０
０
円
（
中
途
に

加
入
さ
れ
る
場
合
も
同
額
）

▼
平
成
26
年
度
の
共
済
期
間

　

平
成
26
年
７
月
１
日
〜
平
成
27

年
６
月
30
日
ま
で

▼
申
込
期
間
と
場
所

６
月
16
日（
月
）か
ら
６
月
30
日

（
月
）ま
で
、
役
場
１
階
町
民
課
く

ら
し
環
境
係
に
お
い
て
申
し
込
み

を
受
付
し
ま
す
。

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
、
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま

で
。
た
だ
し
、
月
曜
日
は
午
後
７

時
ま
で
）

※
７
月
以
降
も
随
時
受
付
い
た
し

ま
す
が
、
共
済
開
始
日
は
受
付
日

月　日 時　間 会　場

６月28日
（土）

午前 ９時00分～ 10時00分  蚕桑地区公民館

午前10時30分～ 11時30分  鮎貝ハーモニープラザ

午後 １時00分～ ２時00分  荒砥地区公民館

午後 ２時30分～ ３時30分  十王地区公民館

６月29日
（日）

午前 ９時00分～ 10時00分  東根地区公民館

午前10時30分～ 11時00分  鷹山地区公民館

か
ら
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
左
記
の
と
お
り
各
地
区

公
民
館
で
も
受
付
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

山
形
県
市
町
村
交
通
災
害
共
済

組
合
白
鷹
支
部
事
務
局　

町
民
課

く
ら
し
環
境
係
☎
85

－

６
１
３
１

　

白
鷹
町
交
通
指
導
員
を

　
　
　
　
　
　
ご
紹
介
し
ま
す

　

今
年
4
月
よ
り
2
年
間
の
任
期

で
、
各
箇
所
に
お
い
て
、
児
童
生

徒
の
交
通
安
全
確
保
と
交
通
事
故

防
止
に
指
導
、
見
守
り
い
た
だ
き

ま
す
。

赤
坂
交
差
点

大
町
・
内
町
交
差
点

カ
ク
上
ス
タ
ン
ド
前
交
差
点

貝
生
入
口
交
差
点

佐
藤
燃
料
店
ス
タ
ン
ド
前
交
差
点

く
ぬ
ぎ
林
交
差
点

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

☎
85

－

６
１
３
１

松岡吉次さん宮澤康廣さん齋藤　忠さん丸山松次さん芳賀正義さん鈴木裕一さん

▼
貸
出
す
る
背
負
動
力
噴
霧
器

・
薬
剤
飛
距
離　

約
８
メ
ー
ト
ル

　
（
無
風
時
）

・
薬
剤
タ
ン
ク　

約
25
Ｌ

・
燃
料　

混
合
燃
料
（
25
：
１
）

■
申
し
込
み
及
び
貸
出
場
所　

　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　

役
場
１
階
③
番
窓
口

　

☎
85

－

６
１
３
１



17　

◆
飼
い
主
の
役
割

　

ペ
ッ
ト
の
飼
い
主
が
果
た
す
べ

き
役
割
は
、
ペ
ッ
ト
を
大
切
に
終

生
飼
養
す
る
こ
と
で
す
。
加
え
て

法
令
を
守
り
、
ペ
ッ
ト
の
生
態
や

習
性
な
ど
を
理
解
し
、
周
囲
に
迷

惑
を
か
け
る
こ
と
な
く
飼
養
す
る

こ
と
も
大
切
で
す
。
地
域
社
会
の

ル
ー
ル
を
守
り
、
飼
養
し
て
い
る

ペ
ッ
ト
が
地
域
の
一
員
と
し
て
受

け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
自
主
的
な
行

動
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◆
飼
い
主
が
気
を
つ
け
る
こ
と

【
犬
の
場
合
】

＊
名
札
や
鑑
札
な
ど
を
装
着
し
て

飼
い
主
が
誰
で
あ
る
か
分
か
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

＊
犬
を
け
い
留
す
る
場
合
は
、
け

い
留
さ
れ
て
い
る
犬
の
行
動
範
囲

が
道
路
に
接
し
な
い
よ
う
注
意
し
、

逃
げ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
猫
の
場
合
】

＊
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
外
出

す
る
と
、
猫
エ
イ
ズ
に
感
染
す
る

可
能
性
や
交
通
事
故
に
遭
う
可
能

性
が
増
加
し
ま
す
。

＊
首
輪
や
名
札
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ

プ
な
ど
を
装
着
し
、
飼
い
主
が
誰

で
あ
る
か
分
か
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

＊
必
ず
不
妊
・
去
勢
手
術
を
行
い

ま
し
ょ
う
。
猫
は
と
て
も
繁
殖
力

の
あ
る
動
物
で
す
。
発
情
期
は
年

3
〜
4
回
、
1
回
に
２
〜
５
匹
出

産
し
ま
す
。

＊
糞
尿
、
そ
の
他
の
汚
物
を
適
切

に
処
理
し
て
清
潔
を
保
ち
、
周
辺

の
生
活
環
境
の
保
全
に
努
め
ま
し

ょ
う
。

【
共
通
事
項
】

　

動
物
病
院（
獣
医
師
）は
み
な
さ

ん
の
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
健

康
面
は
も
ち
ろ
ん
、
飼
い
方
に
つ

い
て
も
分
か
ら
な
い
こ
と
は
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
85

－

６
１
３
１

地域包括支援センター ℡86-0112

高
齢
者
と
お
口
の
健
康

　

体
と
同
じ
よ
う
に
、
口
の
中
も

さ
ま
ざ
ま
な
老
化
現
象
が
起
こ
り

ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
に
65
歳
以
上

で
の
窒
息
事
故
や
誤ご

嚥え
ん

性
肺
炎
で

亡
く
な
る
方
が
多
く
な
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。

◆
誤
嚥
性
肺
炎
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

誤
嚥
性
肺
炎
と
は
、
食
べ
物
や

唾
液
等
が
誤
っ
て
気
管
に
入
り
込

み
、
口
の
中
の
細
菌
が
肺
の
中
に

入
っ
て
、
肺
が
炎
症
を
起
こ
す
こ

と
で
す
。

予
防
の
ポ
イ
ン
ト
…

＊
口
の
清
潔
を
保
つ
。

＊
バ
ラ
ン
ス
よ
い
食
事
、
適
度
な

運
動
、
休
息
を
心
が
け
、
病
気
に

対
す
る
抵
抗
力
を
高
め
る
。

＊
少
し
前
か
が
み
で
あ
ご
を
引
き
、

急
が
ず
、
口
の
中
の
も
の
を
飲
み

こ
ん
で
か
ら
、
次
の
も
の
を
入
れ
、

ゆ
っ
く
り
食
べ
る
。

◆
口
腔
乾
燥
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

口
腔
乾
燥
症（
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
）

は
、
噛
む
力
の
低
下
や
薬
剤
の
影

響
な
ど
が
原
因
で
唾
液
の
分
泌
量

が
減
り
、
口
の
中
が
乾
燥
し
、
食

事
が
と
り
に
く
い
、
発
音
が
し
に

く
い
な
ど
の
症
状
が
出
て
き
ま
す
。

予
防
の
ポ
イ
ン
ト
…

＊
こ
ま
め
に
水
分
補
給
す
る
。

＊
室
内
の
温
度
や
湿
度
に
気
を
つ

け
る
。

＊
噛
む
回
数
を
増
や
し
、
唾
液
腺

マ
ッ
サ
ー
ジ（
※
）を
行
い
、
唾
液

の
分
泌
を
促
進
さ
せ
る
。

（
※
）
唾
液
腺
マ
ッ
サ
ー
ジ

①
耳
下
腺
へ
の
刺
激
：
人
差
し
指

か
ら
小
指
ま
で
の
４
本
の
指
を
ほ

お
に
当
て
、
上
の
奥
歯
の
あ
た
り

を
後
ろ
か
ら
前
へ
向
か
っ
て
回
す

（
10
回
程
度
）

②
顎
下
腺
へ
の
刺
激
：
親
指
を
あ

ご
の
骨
の
内
側
の
や
わ
ら
か
い
部

分
に
当
て
、
耳
の
下
か
ら
あ
ご
の

下
ま
で
５
か
所
く
ら
い
を
順
番
に

押
す
。（
各
５
回
ず
つ
）

③
舌
下
腺
へ
の
刺
激
：
両
手
の
親

指
を
そ
ろ
え
、
あ
ご
の
真
下
か
ら

突
き
上
げ
る
よ
う
に
ゆ
っ
た
り
グ

ー
ッ
と
押
す
。（
10
回
程
度
）

　　

よ
く
噛
む
こ
と
で
脳
の
血
流
量

が
増
え
、
脳
神
経
細
胞
の
働
き
が

活
発
に
な
り
ま
す
。

　

食
事
を
お
い
し
く
食
べ
、
体
も

心
も
健
康
を
保
つ
た
め
に
は
、
口

の
中
の
手
入
れ
は
大
切
で
す
。
日

頃
か
ら
か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
決

め
、
定
期
的
に
受
診
し
た
り
、
い

つ
も
口
の
中
を
清
潔
に
保
つ
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」

　

認
知
症
介
護
の
経
験
者
や
介
護

経
験
者
の
話
を
聞
い
た
り
、
話
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
い
つ　

６
月
25
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み　

６
月
20
日
（
金
）

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

☎
86

－

０
１
１
２

　
ペ
ッ
ト
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ
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次
回
「
音
」
六
月
二
十
五
日
ま
で
。
　
「
汗
」
七
月
二
十
五
日
ま
で
。

　
白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
八
三
三
番
地
　
白
鷹
町
役
場
総
務
課
企
画
室
情
報
係
　
宛

　

　
　

 

「白鷹学講座」企画委員を募集します
　町民皆さんの生涯各期にわたる学習機会づくりを目指す「白鷹学講座」。町民有志で構成する「企
画委員会」でテーマを発見し、講座の企画から開催・運営を行っています。勉強してみたいテーマが
ある方、まちづくりに興味がある方、白鷹学講座企画委員に参画してみませんか !!

　▼い　つ　６月24日（火）
　　　　　　午後７時開演（午後６時30分開場）
　▼どこで　白鷹町産業センター（パワーセンター）
　▼定　員　２００人（入場無料・要整理券）　

■白鷹学講座に関する問い合わせ　　教育委員会生涯学習・文化振興係　☎85－6146

＆　紅花 colors2014

 田 勢 康 弘　講演会
「安倍政権展望」そして「島倉千代子という人生」 －空の青、大地の緑、紅の赤、そして白い山

ふるさとの色と心－

▼い　つ　７月９日（水）
　　　　　午後７時開演
　　　　（午後６時30分開場）
▼どこで　白鷹町文化交流センター
　　　　　あゆーむ
▼定　員　２００人
　　　　（入場無料・要整理券）

【浅井愼平】
　愛知県瀬戸市生まれ。「ストリート・フォトグラフ」

「ビートルズ・東京」の写真集で独自の視点が注目され

デビュー。その後、チャック・ペリーの撮影で東京アー

トディレクターズクラブ最高賞などを受賞。写真表現の

ほかに文芸、音楽、映画、工芸などさまざまな分野で活躍。

　1991 年、千葉県南房総市千倉町に「海岸美術館」を設立。

地球環境問題に強い関心を持ち、主として水辺や歴史的

視野からの風景などを撮影し、シンポジウムやテレビ番

組にも積極的に参加。時代に新しい風を送っている。

　安倍政権になり日本はどう
変わったのか、いったいどこ

へ向かうのか。

　そして、「島倉千代子という

人生」の著者でもある田勢康

弘氏が語る真の島倉千代子像

と、彼女が生きた時代とは。

　今回も盛りだくさんの内容

でお届けします。

　入場整理券取扱い　

教育委員会・中央公民館・各地区公民館・パワー
センター・あゆーむ
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　国民年金保険料を未納のまま放置すると、将来の老齢基礎年金を受けられなくなっ
たり、万一のときに障害基礎年金や遺族基礎年金を受け取ることができない場合があ
ります。保険料を納めるのが困難なときは、免除等の制度を利用しましょう。
　平成26年４月からは、過去２年（２年１カ月前）までさかのぼって申請ができる
ようになりました。

相　談　日 予約申込締切日

６月 25日（水） ６月 20日（金）

７月 23日（水） ７月 18日（金）

８月 27日（水） ８月 22日（金）

９月 24日（水） ９月 19日（金）

10 月 22 日（水） 10 月 17 日（金）

11 月 26 日（水） 11 月 21 日（金）

●相談は予約制です。締切日までに町民課戸籍年金係
　までお申し込みください。
●相談時間　午前10時～午後１時　※相談時間は30分
●相談会場　中央公民館　１階　文化実習室
※会場は都合により館内別室になる場合がありますの
　で、ロビーの案内板でご確認ください。

■申し込み・問い合わせ　町民課戸籍年金係
　☎85－6129

　第１号被保険者で保険料の納付が困難な場合、前年の所得状況などに応じて保険料
が免除または猶予される制度です。

国民年金マスコット
ネッキーくん

手続き時期 　 年度の切り替えは７月です

必要なもの

 ・今年１月以降に他の市町村から転入された方は、前年の所得を 証明

　 するもの

 ・失業を理由とするときは、雇用保険被保険者離職票などの写し

 ・年金手帳（基礎年金番号がわかるもの）

 ・認印（自署のときは不要）　　

　

手続き期間 　平成26年４月分から平成27年３月分の保険料については、平成26年４    
月１日から平成27年４月30日まで　 

必要なもの
 ・学生証（写し）または在学証明書

 ・年金手帳（基礎年金番号がわかるもの）

 ・認印（自署のときは不要）　　

　所得の少ない学生の方が国民年金保険料の納付が困難な場合に、保険料の納付を先
送り（猶予）できる制度です。

　保険料の免除等の承認を受けた期間は、10年以内であれば、さかのぼって保険料
を納めることができます。

■問い合わせ　町民課戸籍年金係　☎85－6129　または　米沢年金事務所　☎0238－22－4220
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  ５月の町長交際費
　平成26年５月に支出された町長交際費についてお知らせします。

■問い合わせ総務課総務係　☎85－6120

▼
期
間　

　

平
成
25
年
４
月
１
日
〜

　

平
成
26
年
３
月
31
日

▼
根
拠
条
項

白
鷹
町
情
報
公
開
条
例
第
26
条
・

白
鷹
町
個
人
情
報
保
護
条
例
第
39

条
　　

白
鷹
町
情
報
公
開
条
例
は
、
行

政
の
説
明
責
任
を
明
ら
か
に
し
、

わ
か
り
や
す
い
行
政
の
実
現
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
白
鷹
町
個
人
情
報
保
護

条
例
は
、
行
政
が
保
有
す
る
個
人

情
報
の
保
護
及
び
適
正
な
取
り
扱

い
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、

個
人
の
権
利
・
利
益
を
保
護
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
運
用
状
況
は
下

記
の
と
お
り
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総
務
係

　

☎
85
―
６
１
２
０

　項　目 件数
　情報公開請求 １
　情報公開等決定 １
　情報公開不服申立 ０
　個人情報開示等請求 ０
　個人情報開示等決定 ０
　個人情報保護不服申立 ０

【
教
育
委
員
会
】

　項　目 件数
　情報公開請求 ４
　情報公開等決定 4
　情報公開不服申立 0
　個人情報開示等請求 ０
　個人情報開示等決定 ０
　個人情報保護不服申立 ０

【
町
長
部
局
】

平
成
25
年
度
情
報
公
開
条
例
・
個
人
情
報
保
護
条
例

の
運
用
状
況
を
公
開
し
ま
す

広告
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い
き
い
き
深
山
郷
「
の
ど
か
村
ま
つ
り
」

　▼
い
つ　

６
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

  

い
き
い
き
深
山
郷

「
の
ど
か
村
」

▼
内
容　

山
菜
汁
サ
ー
ビ
ス
、
青

竹
流
し
ソ
ー
メ
ン
、
さ
く
ら
ん
ぼ

狩
り
、
工
芸
体
験
な
ど
。

直
売
所
や
売
店
も
あ
り
ま
す
。

※
雨
天
の
場
合
、
内
容
を
変
更
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

い
き
い
き
深
山

郷
の
ど
か
村　

☎
85

－

０
３
８
０

「
八
乙
女
ヶ
丘
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
」 

　

八
乙
女
ヶ
丘
の
あ
じ
さ
い
が
今

年
も
見
頃
を
迎
え
ま
す
。 

　

紅
花
ま
つ
り
期
間
中
は
、
湯
茶

接
待
が
行
わ
れ
ま
す
。 

▼
い
つ　

７
月
12
日
（
土
）

　
　
　

〜
７
月
13
日
（
日
） 

▼
ど
こ
で　

八
乙
女
八
幡
宮
境
内 

▼
主
催　

八
乙
女
ヶ
丘
愛
護
会

■
問
い
合
わ
せ　

荒
砥
地
区
公
民

館　

☎
85

－

０
２
６
０

 「
う
ま
さ
ギ
ュ
ッ
牛
っ
と
」

　
米
沢
牛
さ
く
ら
ん
ぼ
ま
つ
り 

　
▼
い
つ　

６
月
29
日
（
日
）　

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

米
沢
市　

松
川
河
川

敷
（
雨
天
決
行
）

▼
内
容　

①
米
沢
牛
コ
ー
ナ
ー

※
チ
ケ
ッ
ト
は
完
全
前
売
制
で
す
。

購
入
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

②
さ
く
ら
ん
ぼ
直
売
コ
ー
ナ
ー

③
直
売
・
飲
食
、
観
光
Ｐ
Ｒ
コ
ー

ナ
ー（
置
賜
３
市
５
町
の
特
産
品
）

④
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

■
問
い
合
わ
せ　

お
き
た
ま
食
の

応
援
団
事
務
局
（
置
賜
総
合
支
庁

農
業
振
興
課
）

☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
５
１ 

み
ん
な
で
灯
そ
う
「
夢
灯
（
ゆ
め
あ
か
り
）」

〜 

２
０
１
４
つ
む
ぎ
あ
い
〜 

　

子
ど
も
た
ち
が
未
来
へ
の
「
夢
」

や
「
願
い
」
を
込
め
て
描
い
た
約

３
０
０
０
個
の
ラ
ン
タ
ン
が
あ
や

め
公
園
内
を
灯
し
ま
す
。
明
る
く

力
強
い
子
ど
も
た
ち
の「
夢
」「
願

い
」
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
あ
や

め
公
園
に
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

６
月
14
日
（
土
）　

午
後
１
時
〜
８
時
30
分
（
午
後
４

時
に
ラ
ン
タ
ン
を
点
灯
し
ま
す
）

▼
ど
こ
で　

長
井
あ
や
め
公
園

▼
内
容　

①
ラ
ン
タ
ン
点
灯

＊
長
井
青
年
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ラ
ン
タ
ン
用
紙
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
お
家
で
描
い
て
、
会

場
で
灯
そ
う
！
当
日
ラ
ン
タ
ン
制

作
コ
ー
ナ
ー
も
あ
る
よ
♪

②
イ
ベ
ン
ト
各
種　

＊
Ｊ
ａ
ｚ
ｚ
グ
ル
ー
プ
ｍ
ｏ
ｊ
ｏ

　

演
奏

＊
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
乗
車
体
験
（
無
料
）

※
詳
し
く
は
、
長
井
青
年
会
議
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ポ
ス
タ
ー
、
チ

ラ
シ
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

公
益
社
団
法
人
長
井
青
年
会
議
所

担
当　

長
沼　

☎
84

－

５
３
９
４

催　し

目
か
ら
う
ろ
こ
の
家
庭
防
災
術
！

　

公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議

所
東
北
地
区
の
第
47
回
山
形
ブ
ロ

ッ
ク
大
会
長
井
大
会
メ
イ
ン
フ
ォ

ー
ラ
ム
と
し
て
家
庭
防
災
術
に
つ

い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
い
つ　

７
月
５
日
（
土
） 

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
ど
こ
で　

長
井
市
民
文
化
会
館 

▼
内
容 

『
目
か
ら
う
ろ
こ
の
家

庭
防
災
術
！
〜
マ
マ
だ
か
ら
守
れ

る
子
ど
も
の
命
〜
』 

▼
講
師　

国
崎
信
江　

氏
（
危
機

管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
） 

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
通
路

側
に
お
子
様
連
れ
優
先
席
を
ご
用

意
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

地
域
連
携
推
進

委
員
会　

星
野

☎
０
９
０

－

２
２
７
８

－

１
９
１
１

も
う
い
ち
ど
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
！

参
加
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す

　

昨
年
、
あ
ゆ
ー
む
で
上
演
し
た

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
11
ぴ
き
の
ね
こ
」

が
好
評
で
、「
ま
た
上
演
し
て
ほ
し

い
」
と
の
言
葉
を
多
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
再
び
ミ
ュ
ー

募　集
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ジ
カ
ル
を
上
演
し
ま
す
。
新
し
い

演
目
は
「
魔
界
と
ぼ
く
ら
の
愛
戦

争
」。 
大
人
た
ち
が
汚
し
き
っ
て

し
ま
っ
た
地
球
を
、
魔
王
が
中
心

の
魔
界
軍
団
か
ら
子
ど
も
た
ち
が

救
う
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。

　

舞
台
の
練
習
の
ほ
か
に
も
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
の
基
礎
を
学
ん

だ
り
、
夏
休
み
に
は
自
然
の
家
で

の
合
宿
、
冬
は
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
練
習
日　

６
月
28
日
（
土
）

　

以
降
、
月
２
回
の
練
習
で
す
。

▼
時
間　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

▼
場
所　

あ
ゆ
ー
む　

ホ
ー
ル

▼
対
象　

小
学
校
１
年
生
以
上
か

ら
大
人
ま
で

▼
会
費　

毎
月
１
０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ　

長
谷
部
真
弓
ピ

ア
ノ
教
室　

☎
85

－

５
３
５
５

社
会
福
祉
法
人
白
鷹
福
祉
会
の
職

員
を
募
集
し
ま
す

▼
募
集
職
種
と
採
用
予
定
人
員　

＊
看
護
員　
　
　
　
　

若
干
名

＊
機
能
訓
練
指
導
員　

１
名

＊
介
護
員
・ 

支
援
員　

若
干
名

▼
応
募
資
格

◇
看
護
員
…
昭
和
61
年
４
月
２
日

　

か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
方
で
、
看
護
師
ま

　

た
は
准
看
護
師
の
免
許
を
有
す

　

る
方
も
し
く
は
平
成
27
年
６
月

　

30
日
ま
で
に
当
該
免
許
を
取
得

　

見
込
み
の
方
。

◇
機
能
訓
練
指
導
員
…
昭
和
61
年

　

４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年
４
月

　

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、

　

作
業
療
法
士
ま
た
は
理
学
療
法

　

士
の
資
格
を
有
す
る
方
も
し
く

　

は
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に

　

当
該
資
格
を
取
得
見
込
み
の
方
。

◇
介
護
員
・ 

支
援
員
…
昭
和
61
年

　

４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４
月

　

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。

①
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
・
短

　

期
大
学
を
卒
業
し
た
方
も
し
く

　

は
平
成
27
年
３
月
31
日
卒
業
見

　

込
み
の
方
。

②
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
方
も
し

　

く
は
平
成
27
年
３
月
31
日
卒
業

　

見
込
み
の
方
。

▼
受
付
期
間　

６
月
18
日（
水
）〜    

　

７
月
18
日（
金
）※
土
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

※
郵
送
の
場
合
は
７
月
18
日
必
着

▼
申
込
書
の
請
求　

社
会
福
祉
法

人
白
鷹
福
祉
会
事
務
局
（
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
白
光
園
内
）に
備

え
て
あ
り
ま
す
。

▼
試
験
日　

７
月
30
日
（
水
）

▼
試
験
会
場　

特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
白
光
園　

交
流
ホ
ー
ル

▼
試
験
の
内
容　

作
文
・
面
接

▼
採
用
年
月
日　

平
成
27
年
４
月

１
日

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
法
人
白
鷹
福
祉
会
事
務

局　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
３
７
７

☎
85

－

１
５
１
１

養
護
老
人
ホ
ー
ム
お
い
た
ま
荘
職

員
採
用
試
験
の
ご
案
内

　

西
置
賜
行
政
組
合
養
護
老
人
ホ

ー
ム
お
い
た
ま
荘
の
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

▼
採
用
予
定
人
員　

看
護
師
１
名

▼
採
用
予
定
日　

10
月
１
日

▼
受
験
資
格　

昭
和
49
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
看
護

師
の
資
格
を
有
す
る
方

▼
試
験
日　

７
月
13
日
（
日
）

▼
試
験
会
場　

長
井
市　

置
賜
生

涯
学
習
プ
ラ
ザ

▼
試
験
内
容　

第
１
次
試
験
…
作
文
試
験
・
適
性

検
査
（
筆
記
）

第
２
次
試
験
…
個
別
面
接

▼
受
付
期
間　

６
月
13
日（
金
）〜
７
月
３
日（
木
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
土

日
を
除
く
）

※
受
付
最
終
日
の
日
時
必
着

▼
受
付
場
所　

西
置
賜
行
政
組
合

事
務
局
（
長
井
市
平
山
４
４
６
０

消
防
本
部
庁
舎
内
）

▼
受
験
申
込
書
の
請
求
先　

西
置

賜
行
政
組
合
事
務
局
・
養
護
老
人

ホ
ー
ム
お
い
た
ま
荘
・
消
防
本
部

・
消
防
署
・
消
防
分
署

■
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜
行
政
組

合
事
務
局　

☎
88

－

４
３
３
６

山
形
県
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研

修
受
講
試
験
の
ご
案
内

▼
試
験
日
時　

10
月
26
日（
日
）　

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

▼
試
験
会
場　

　

山
形
国
際
ホ
テ
ル
ま
た
は
山
形

大
学
小
白
川
キ
ャ
ン
パ
ス

※
試
験
会
場
は
選
択
で
き
ま
せ
ん
。

事
務
局
が
指
定
し
た
会
場
で
受
験

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
受
験
資
格　

保
健
・
医
療
・
福

祉
の
分
野
で
５
年
ま
た
は
10
年
以

上
の
実
務
経
験
が
あ
る
方

▼
受
験
手
数
料　

７
７
０
０
円

▼
受
験
手
引
き
の
配
布

６
月
16
日（
月
）か
ら
「
受
験
の
手

引
き
」（
申
込
書
一
式
）を
配
付
。

＊
最
寄
り
の
配
布
場
所　

置
賜
総

合
支
庁
西
庁
舎
の
総
合
案
内
窓
口

※
郵
送
に
よ
る
「
受
験
手
引
き
」

の
請
求
に
つ
い
て
は
山
形
県
福
祉

人
材
セ
ン
タ
ー
の
み
対
応
し
ま
す
。

▼
受
験
申
込
書
受
付
期
間

６
月
23
日（
月
）〜
７
月
18
日（
金
）

当
日
消
印
有
効

▼
受
験
申
込
書
提
出　

社
会
福
祉

法
人
山
形
県
社
会
福
祉
協
議
会
山

形
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
試
験
係

ま
で
、
持
参
す
る
か
郵
送
（
簡
易

書
留
）
し
て
く
だ
さ
い
。

※
持
参
の
場
合
の
受
付
窓
口
は
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
で
す
。（
土

日
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
法
人

山
形
県
社
会
福
祉
協
議
会
山
形
県

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
試
験
係　

☎
０
２
３

－

６
２
２

－

２
７
７
６

税
務
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務

職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
受
験
資
格

①
平
成
26
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

及
び
平
成
27
年
３
月
ま
で
に
高
等

学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

▼
第
１
次
試
験　

９
月
７
日（
日
）

▼
受
験
申
込
方
法　

原
則
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
し
込
み
と
し
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科
書
の
展
示
会
で
す
。
平
成
26
年

度
は
小
学
校
用
教
科
書
の
採
択
を

行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
回
展

示
す
る
も
の
の
中
か
ら
教
科
ご
と

に
使
用
す
る
教
科
書
を
採
択
し
ま

す
。

▼
期
間　

６
月
13
日（
金
）〜
26
日

（
木
）　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
会
場

①
白
鷹
町
立
図
書
館

※
休
館
日
は
除
き
ま
す
。　

②
置
賜
総
合
支
庁
西
庁
舎
５
階
教

育
相
談
室
（
教
科
書
セ
ン
タ
ー
）

※
土
日
は
除
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
学

校
教
育
係　

☎
85

－

６
１
４
４

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
住
民
集
会

　

7
月
は
更
生
保
護
強
化
月
間
で

す
。
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を

つ
く
る
た
め
住
民
集
会
を
開
催
し

ま
す
。
記
念
講
演
と
し
て
、
白
鷹

町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
ー
む

館
長
の
橋
本
淳
一
氏
よ
り
講
演
を

い
た
だ
き
ま
す
。

▼
い
つ　

7
月
1
日
（
火
）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

記
念
講
演　

　

演
題
「
あ
ゆ
ー
む
」
が
や
っ
て

き
た
こ
と
、
目
指
す
も
の

▼
主
催　

社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
白
鷹
町
推
進
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
係　

☎
86

－

０
１
１
１

身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談

　

身
体
障
が
い
者
更
生
相
談
所
に

よ
る
巡
回
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。

肢
体
と
聴
覚
に
関
す
る
相
談
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
健
康
福
祉
課
福

祉
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

７
月
３
日
（
木
）

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

長
井
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
福
祉
係

☎
86

－

０
１
１
１

「
就
職
面
談
会
」
の
お
知
ら
せ

　

企
業
と
求
職
者
の
個
別
面
談
形

式
に
よ
る
「
就
職
面
談
会
」
を
開

催
し
ま
す
。

▼
い
つ　

6
月
25
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
ど
こ
で　

飯
豊
町
町
民
総
合
セ

ン
タ
ー　

あ
〜
す

▼
参
加
企
業　

地
域
内
に
本
社
ま

た
は
就
業
場
所
が
あ
る
企
業
25
社

程
度

▼
対
象　

求
職
者
・
転
職
希
望
者

※
参
加
は
無
料
で
、
事
前
申
し
込

み
・
履
歴
書
も
不
要
で
す
。

ま
す
。
郵
送
ま
た
は
持
参
用
受
験

申
込
書
の
請
求
は
、
最
寄
り
の
税

務
署
、
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

ま
た
は
人
事
院
東
北
事
務
局
ま
で
。

▼
受
験
申
込
受
付
期
間

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

６
月
23
日（
月
）〜
７
月
２
日（
水
）

郵
送
ま
た
は
持
参

６
月
23
日（
月
）〜
６
月
26
日（
木
）

■
問
い
合
わ
せ　

仙
台
国
税
局
人

事
第
二
課
試
験
研
修
係

☎
０
２
２

－

２
６
３

－

１
１
１
１

■
問
い
合
わ
せ　

飯
豊
町
地
域
雇

用
創
造
推
進
協
議
会

☎
87

－

０
９
７
２

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
講
習
会
の
ご
案
内

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

55
才
か
ら
の
雇
用
・
就
業
を
応
援

し
、
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
期
間　

７
月
15
日（
火
）〜
７
月

25
日（
金
）の
う
ち
の
８
日
間

▼
会
場　

長
井
市
交
流
セ
ン
タ
ー

ふ
ら
り
（
旧
勤
労
セ
ン
タ
ー
）　

▼
講
習
内
容

＊
子
育
て
支
援
関
係

＊
高
齢
者
生
活（
家
事
）支
援

※
初
日
に
開
講
式
、
最
終
日
に
閉

講
式
を
行
い
ま
す
。

▼
受
講
料　

無
料

※
受
講
希
望
者
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

で
の
求
職
登
録
が
必
要
で
す
。

▼
申
込
期
限　

７
月
１
日
（
火
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

公
益
社
団
法
人　

長
井
・
西
置
賜

地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

☎
84

－

４
５
３
５

元
気
ニ
コ
ニ
コ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆

軽
ス
ポ
ー
ツ
の
ご
案
内

　
①
元
気
ニ
コ
ニ
コ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

壮
大
な
長
井
ダ
ム
と
新
緑
を
眺

め
な
が
ら
、
楽
し
く
健
康
づ
く
り

を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
い
つ　

６
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
５
時
45
分
集
合

▼
集
合
場
所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
コ
ー
ス　

長
井
ダ
ム
コ
ー
ス

▼
持
ち
物　

飲
み
物
、
軽
食
、
雨

具
な
ど

②
軽
ス
ポ
ー
ツ

　

楽
し
く
体
を
動
か
し
て
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

▼
い
つ　

７
月
９
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
９
時

▼
ど
こ
で　

荒
砥
地
区
公
民
館

▼
内
容　

輪
投
げ
・
ペ
タ
ン
ク

※
①
②
い
ず
れ
も
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

元
気
ニ
コ
ニ
コ
推
進
会
議   

平
吹

☎
85

－

０
９
４
２

観
世
流
白
鷹
英
会
主
催

夏
越
の
謡
会
の
ご
案
内

▼
い
つ　

6
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

▼
ど
こ
で　

荒
砥
横
町
公
民
館

▼
入
場
料　

無
料

▼
内
容　

①
独
吟
… 

高
砂
・
竹
生
島
な
ど

結
婚
式
や
お
祝
い
の
席
で
謡
わ
れ

ま
す
。

②
素
謡
「
橋
弁
慶
」
…
京
五
条
の

橋
で
弁
慶
と
牛
若
丸
の
出
会
い
と

おしらせ

「
き
れ
い
な
川
で
住
み
よ
い
ふ
る

さ
と
運
動
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　　

今
年
も
７
月
６
日（
日
）に
県
内

一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
各
地
区
に

お
い
て
計
画
さ
れ
る
と
思
い
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

実
施
日
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
各
区
長
、
町
内
長
を
通
じ
て

連
絡
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管

理
係　

☎
85

－
６
１
４
０

小
学
校
で
使
用
す
る
教
科
書
の
展

示
会
を
開
催
し
ま
す

　　

平
成
27
年
度
か
ら
使
用
す
る
教
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　500円の商品券が22枚（1セット）で10,000円！
　1,000円お得な商品券です。

「しらたかプレミアム商品券」

を発売します

　白鷹町商工会では、第８弾となる、町内で
使える期間限定のプレミアム商品券を発売し
ます。
　今回は１世帯10セットまでお買い求めい
ただけます。皆さん、ぜひご利用ください。

◆セット数　3000セット
◆購入数　１世帯あたり10セットまで
（１セットごとにお求めいただけます。）
◆販売日　６月15日（日）～
※売り切れ次第終了となります。         
◆販売場所　産業センター・あゆーむ
◆利用期間　６月15日（日）～８月31日（日）
◆対象商店　商品券でのお買物はポスターの
　貼ってあるお店でどうぞ。詳しくは、６月
　10日（火）の朝刊折込チラシをご覧ください。

【注意事項】
※ＵＣ商品券、各種商品券、ビール券、プリ
　ペイドカード、切手、印紙などの金券等を
　購入することはできません。
※利用期間を過ぎると利用できなくなります。

■問い合わせ　白鷹町商工会　☎85－0055

戦
い
の
謡
で
す
。

③
素
謡
「
羽
衣
」
…
三
保
の
松
原

に
お
け
る
天
女
と
漁
師
の
物
語
で

す
。

※
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
乗
り
合
わ
せ
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

芳
賀
修
助

☎
85

－

２
８
２
８

学
習
・
講
演
会

「
原
発
事
故
か
ら
３
年
、福
島
は
…
」

　

東
日
本
大
震
災
、
原
発
事
故
発

生
か
ら
３
年
余
り
が
経
過
し
ま
し

た
。
い
ま
、
改
め
て
原
発
の
危
険

性
を
考
え
、
私
た
ち
は
地
域
で
ど

う
あ
る
べ
き
か
を
語
り
合
う
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
い
つ　

６
月
21
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館　

３
階

大
会
議
室

▼
講
師　

渡
部
寛
一
氏
（
南
相
馬

市
議
）

▼
参
加
費　

２
０
０
円
（
資
料
代

と
し
て
）

▼
主
催　

さ
よ
な
ら
原
発
講
演
会

実
行
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ　

事
務
局　

保
科

☎
85

－

０
０
８
７

　

測
定
限
界　

　
　

０
・
４
４
〜
０
・
８
３
Ｂ
ｑ

　
　
（
ベ
ク
レ
ル
）／
㎏
以
下

　

▼
期
間　

　

５
月
15
日（
木
）〜
21
日（
水
）

　
　

　
　

い
ず
れ
の
保
育
園
も
、
放

　

射
性
ヨ
ウ
素
、
放
射
性
セ
シ

　

ウ
ム
と
も
に
不
検
出
で
し
た
。

　　

■
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

　

☎
86

－

０
２
１
２

広告

広告



畔　藤 佐藤
良一 我

が

　空
く

千春

佐野原 五十嵐
政樹 澪

みお

由香

荒砥乙 芳賀
透 雫

しずく

茜

鮎　貝 紺野 直文 麗
れ

　椰
な

麻衣子

十　王 布施
和也 瑞

みず

　葵
き

遥佳

　　氏　　　名　　　 住所

（梅　津　和　則　　萩　野

小笠原　美　幸　　中　山

（羽　田　勇　太　　深　山

小　関　希　望　　滝　野

住所　　 氏　　名 年齢

菖　蒲　渡　部　　　か　88

鮎　貝　山　口　喜　助　90

下　山　粟　野　こ　よ　91

荒砥甲　梅　津　さ　き　90

荒砥甲　山　口　謙　彌　81

横田尻　小　林　　豊　　79

横田尻　原　田　チ　エ　94

荒砥乙　髙　橋　幸　司　75

鮎　貝　髙　橋　安　夫　78

鮎　貝　渡　部　英　保　70

中　山　岡　部　　　子　84

横田尻　土　屋　俊　夫　97

十　王　海老名　一　雄　92

浅　立　村　上　勇　喜　79

十　王　梅　津　おもと　89
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